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北川ダム建設事業地域別意見交換会

議事概要

事 項
木地山ダム対および木地山区長

地域別意見交換会
参加者

ダム対：委員長、副委員長
副委員長
区長（計４名）

高島市・県関係者

日 時
平成 23 年 12 月 3 日(土)

15:00～16:40
場 所 木地山集会所

内 容 11 月 19 日～20 日にかけて朽木地区、新旭地区、安曇川地区 2箇所にお

いて地域別に意見交換会を行った結果を報告するとともにダム対策会委

員の意見を伺った。

資 料 資料-1 北川ダム「検討の場」の検討結果（パブリックコメント資料）

資料-2 パブリックコメントの結果について

資料-3 高島市申入れについて

資料-4 河道改修案・維持管理案

資料-5 北川ダム検証のスケジュール

資料-6 地域別意見交換会概要速報

【委員からの主な意見と当局の回答】

［意見］

・ ダムは白紙と考えて良いのか。

・ ダムはやめても道路はできると考えて良いか。

（回答）

・ 今後 20 年間は当面の整備目標約 1/30 を達成するため河道改修に専念し、その後

の約 1/30 を超える対応についてはダムを残すという考え。

・ 道路は生活道路として実施するが、全面的に 2 車線の道路を整備するものではな

い。待避所や急カーブのところを改善するもの。

［意見］

・ 今後 20 年間、ダムは建設しないと言うことについてはしょうがないが、予定地は

どのようにするのか。

（回答）

・ 予定地は裸地対策を実施し、今後県で管理していく。

［意見］

・ 木を伐採した後、今までになかったワラビみたいな植物が生えてきているので調

べてほしい。

（回答）

・ 植物は調べてみる。

［意見］

・ どこまでが県の土地なのか、境界がわからない。
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（回答）

・ 境界は今後、ダムの方針が決まれば明示できるように対応したい。

［意見］

・ 予定地を活用した雇用促進の検討、福島県などからの被災者の受け入れによる地

域の活性化、ダム検証の早期決着、このようなことを知事にきちんと伝えてほし

いし、またゆっくり会って話したい。

（回答）

・ 知事にはきちんと報告する。

以 上


